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ABSTRACT 

 日本では小学校低学年の段階において、算数は「A 数と計算」と「B 図形」、「C 測定」、

「Ⅾ データの活用」と分けて教えられており相互に関連性を持って教示されている。特に「B 

図形」に関しては、「1．図形についての理解の基礎」として、形とその特徴の捉え方、形の

構成と分解、方向やものの位置との関連から理解することが望まれている。 

現在、数概念の構成要素として、「図形」をテーマとした乳幼児教育の実践研究が行われて

いる。しかしながら、それは絵や積み木などを活用した遊びの中で行われており、数概念の

観点から「図形」の理解を促し、分析した実践論文は少ない。そこで、本実践研究では、2

歳児を対象として「図形」をテーマとした実践を行い、対象児に見られた数概念の変化を報

告することを目的とした。 

 図形の特性を意識させるような環境設定、関わり及び実践を行った。その結果、丸が転が

ることや四角が積み重ねることができること、形の組み合わせにより図形が変化することな

ど、図形の特性に気づく様子が観察された。しかしながら、丸は転がることや四角は積み重

ねることができる、形の組み合わせにより図形が変化する、といった図形の特性に気づく様

子が観察された。加えて、副次的評価項目においても、プラスの変化が見られた。今後、統

計的な検証も視野に入れて、データを収集することで、効果的な図形のプログラムの開発が

できると考えられる。 
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Ⅰ．背景と目的 

  

現在、乳幼児教育に関する世界的な研究が行われ、乳幼児教育の成果として知能指数

（Intelligence Quotient: IQ）と共に、非認知スキル（Noncognitive skills）が注目されてい

る 1-2)。日本においても日本の保育の特色や日本の文化を踏まえた乳幼児教育の指針である幼

稚園教育要領 3)や保育所保育指針 4)、幼保連携型認定子ども園教育・保育要領 5)が策定・告示

され、その中には数概念の育成に関連する項目が多数入れ込まれることとなった 6)。これま

で、乳幼児期から数概念を育成することは就学前教育の一環として各国で取り組まれてきた。

近年乳幼児期における数に関する経験は、好奇心、想像力、柔軟性、発明、粘り強さなどの

性質を開発するのに役立つとされており 7)、現在積極的な取り組みが推奨されている。数概

念に関しては感覚的にものを見ただけでは概念の形成にはつながらず、指導を行うときには

何らかの働きかけによる認識が必要であるとされている 8-9)。これらを鑑み、岡田は、乳幼児

教育における数概念を育成するための取り組みとして数概念の中でもカウントの実践を行い、

環境構成との関連から分析を行った 6)。その結果、乳幼児期においても数概念に関する環境

構成と実践を計画的に数概念の理解を促すことが出来る可能性を示唆した。 

 日本では小学校低学年の段階において、算数は「A 数と計算」と「B 図形」、「C 測定」、

「Ⅾ データの活用」と分けて教えられており相互に関連性を持って教示されている。小学校

学習指導要領における「B 図形」においては、第 1 学年から「１．図形についての理解の基

礎」として、形とその特徴の捉え方、形の構成と分解、方向やものの位置との関連から理解

することが望まれている 10)。また、図形指導の際は、図的表現の特質として挙げられる空間

性、視覚性、全体制、典型性、一般性の 5 つの観点を意識した指導が求められる（表 1）11)。 

 

表 1 図形指導で扱われる図的表現の特質 

空間性 図は形や大きさ、位置、方向などの空間的特性を表現する 

視覚性（具体性） 抽象的な図形概念を、目に見える形に具体的に視覚化する 

全体性 空間的特性や様々な属性を、同時的・全体的に表現する 

典型性 図形概念のもつ空間的特性を最も典型的に例示する 

一般性（全称性） 1 つの図の表現を通して条件を満たすすべての図を表す 

川㟢(2007)より筆者一部改変 

 

 

現在、数概念の構成要素として、「図形」をテーマとした乳幼児教育の実践研究が行われて

いる。しかしながら、それは絵や積み木などを活用した遊びの中で行われており、数概念と

の関連から「図形」の理解を促し、分析した実践論文は少ない。加えて、ほとんどが 3 歳児

以上を対象としていることから、0～2 歳児を対象としている研究は少ない。そこで、本実践

研究では、2 歳児を対象として数概念と関連する「図形」をテーマとした実践を行い、対象

児に見られた数概念の変化を報告することを目的とする。 

本研究において、保護者とは、乳幼児に対して親権を行う者（親権を行う者のないときは、

未成年後見人）をいう（児童福祉法第 6 条及び学校教育法第 22 条第 1 項）。保育士とは、専

門的知識及び技術をもって、児童の保育及び児童の保護者に対する保育に関する指導を行う

ことを業とする者とする（児童福祉法第 18 条）。 
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Ⅱ．方法 

 

本研究においては、保護者の同意を得た園児につき、保育士が CRAYON BOOK の評価尺

度を記入する。 

 

1. 場所 

山口県内の保育園に在籍する幼児 7 名を研究対象とした。 

 

2. 対象幼児の実態 

 対象となった幼児の名前は匿名化し、年齢、性別及び日常的な様子を表 2 に示す。年齢は

2 歳 4 か月から 3 歳 0 か月であり、男女比は男子 6 名、女子 1 名であった。 

 

表 2 対象となった乳幼児の実態 

 匿名 年齢・性別 数概念と関連する日常的な様子 

1 A 3 歳 0 か月・男 

 三角、丸、四角の形を理解している 

 図形を組み合わせ、完成した形の名前を言語で表現するが、形

と名前が一致していない 

 ものの形の違い・類似に気づいている 

2 B 2 歳 4 か月・男  発語がない為、判断が困難(コミュニケーションが難しい) 

3 C 2 歳 10 か月・女 
 三角、丸、四角の形を理解している 

 ものの大きさの違いを理解している 

4 D 2 歳 9 か月・男 
 三角、丸、四角の形を理解している 

 ものの大きさの違いを理解している 

5 E 2 歳 4 か月・男  丸のみ理解している 

6 F 2 歳 10 か月・男 

 三角、丸、四角の形を理解している 

 図形を組み合わせ、完成した形の名前を言語で表現するが、形

と名前が一致していない 

 ものの形の違い・類似に気づいている 

7 G 2 歳 6 か月・男 

 三角、丸、四角の形を理解している 

 ものの大きさの違いがわかる 

 ものの形の違い・類似に気づいている 

 

 

3. 実践内容 

1)．期間 

実践内容は、2020 年 9 月 1 日から 2021 年 3 月 31 日の間に実施した。 

 

2)．数概念・図形に関する園内の環境設定（図 1） 

 乳幼児期においては、環境から得られた情報を基に概念を形成する 8)。そのため、図形の

概念に日常的に触れることができるように図形、高さの違うパズル（図 1a）、様々な図形の

マグネット（図 1b）、ポットン落とし、形合わせの布おもちゃ、ブロック、おにぎり（布お

もちゃ）（図 1c～f）など、図形の認識、図形の組み合わせ、図形の一致、図形の形態変化な

どに気付きが得られるようなおもちゃや教具を設置した。また、磁石による形合わせ、パズ

ル等を何度も繰り返し取り組める環境も設定した。タオルをたたむ等の活動を日ごろの園生

活の活動にも取り入れ、図形を認識する機会を多く持つようにした。子どもがブロック等で

作ったものを飾りたいと希望した場合には、子どもの気持ちを尊重し展示を行った。 

 



DOI: doi.org/10.20744/incleedu.11.0_141 

Journal of Inclusive Education, VOL.11 141-153 

 

 

144 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a 図形、高さの違うパズル b 様々な図形のマグネット 

 

 

 

 

 

 

 

c ポットン落とし  d 形合わせ（布おもちゃ）   

 

 

 

 

 

 

 

f ブロック g おにぎり作り（布おもちゃ） 

  

 

h パズル i 国旗のマグネット 

 

 

 

 

 

 

 

j 積み木  q はめ込みパズル 

図１ 数概念に関する日常的な環境設定 
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3)．乳幼児教育実践の内容 

 園内における乳幼児教育実践内容と CRAYON BOOK における「概念形成」の数概念との

対応した内容を表 3 に示す。 

表 3 実践タイトルと活動内容及び CRAYON BOOK との対応 
No. タイトル 実践内容 CRAYON BOOK の概念形成 

1 

夏野菜のおな

かの形をみる

（8 月） 

① 「やさいのおなか」の絵本を見る 

② ゴーヤ、ピーマン、オクラ、なす、蓮根の形を観察する 

③ ②の野菜を包丁で切って、断面を観察する 

④ ②の野菜の種を観察する 

⑤ 匂いを匂ってみる 

⑥ いくつかの野菜を組み合わせてみる 

⑦ おくらのネバネバを体験する 

・ ものの集まりを見て、1 つずつ数えられる（数概-1） 

・ 集まったものがいくつあるか数えられる（数概-2） 

・ 違う形の集まりの中から、特定のかたちの数を数えられる（数概-3） 

・ ものの集まりの大小を比較することができる（数概-6） 

・ 物の形の違い・類似に気づくことができる（視概-12） 

 

2 

貝殻の形を知

って遊ぼう 

（8 月） 

① 色々な形、大きさの貝殻を観察する 

② 同じ種類の貝殻を見つける 

③ 貝殻の感触を味わう 

④ 貝殻の匂いを嗅いでみる 

⑤ 貝殻を耳に当てて音を聞いてみる 

⑥ 貝殻をすり合わせて音を出してみる 

⑦ 貝殻を組み合わせて、貝殻の家を作る 

・ ものの集まりを見て、1 つずつ数えられる（数概-1） 

・ 集まったものがいくつあるか数えられる（数概-2） 

・ ものの集まりの大小を比較することができる（数概-6） 

・ 物の形の違い・類似に気づくことができる（視概-12） 

    

3 

貝殻で遊ぶ 

（8 月） 

① 同じ形の貝殻に分類する 

② 貝殻の標本カードを見る 

③ 標本カードの上に貝殻を載せてみる 

④ 友達と一緒に標本カードと同じ貝殻を探す 

⑤ 砂場でケーキを作り、貝殻を飾る 

⑥ 貝殻を砂の上に並べる 

⑦ 同じ貝殻を集めてお弁当を作る 

⑧ 貝殻を砂の中に隠して遊ぶ 

・ ものの集まりを見て、1 つずつ数えられる（数概-1） 

・ 集まったものがいくつあるかを答えられる（数概-2） 

・ 違う形の集まりの中から、特定のかたちの数を数えられる（数概-3） 

・ ものの集まりの大小を比較することができる（数概-6） 

・ 100 まで順番に数えることができる（数概-8） 

・ 物の形の違い・類似に気づくことができる（視概-12） 

4 

コロコロ転が

そう 

（9 月） 

① 〇のボールを転がして追いかけてみる 

② ボールの動きを観察する 

③ 〇、□の筒の中にボールを入れて転がす 

④ △、□のボールも転がしてみる 

⑤ 〇、△、□の形の名前を知る 

⑥ 身体を使って、形を表現する 

・ ものの集まりを見て、1 つずつ数えられる（数概-1） 

・ 集まったものがいくつあるかを答えられる（数概-2） 

・   違う形の集まりの中から、特定のかたちの数を数えられる（数概-3） 

・ ものの集まりの大小を比較することができる（数概-6） 

・ 三角・丸・四角の形がわかる（視概-13) 

・ 三角・丸・四角の特性がわかる（視概-14） 

5 

秋の葉で遊ぼ

う 

（10 月） 

① ビニールシートの上にある大小、大きさの違う葉・色・

形の違う葉を観察する 

② 葉を上から投げて、降ってくる様子を楽しむ 

③ 葉をちぎることを楽しむ 

④ 自分の手と葉、どちらが大きいかを比べる 

⑤ 葉の匂いを嗅いでみる 

⑥ 穴が開いている葉を観察する 

⑦ 同じ色の葉を集める 

⑧ 葉を別のものに見立てる 

・ ものの集まりを見て、1 つずつ数えられる（数概-1） 

・ 集まったものがいくつあるかを答えられる（数概-2） 

・ ものの数を色々な方法で数えようとする（数表-3） 

・ 違う形の集まりの中から、特定のかたちの数を数えられる（数概-3） 

・ 物の形の違い・類似に気づくことができる（視概-12） 

・  

6 

「どんぐりこ

ろちゃん」の

歌に合わせ

て、リズム遊

びや形遊びを

楽しむ 

（11 月） 

① 「どんぐりころちゃん」のわらべ歌を歌う 

② 丸のサークルを、ドングリの家、保育者はリスと見立て、

リズム遊びを行う 

③ ドングリの家（丸のサークル）を持って、散歩をする 

④ 床に貼られた、〇、□、△の家に入る 

⑤ ④の形に子どもが自由にテープを貼り、形の変化を楽し

む 

⑥ スポンジ積み木で、形を自由に組み合わせて遊ぶ 

・ ものの集まりを見て、1 つずつ数えられる（数概-1） 

・ 集まったものがいくつあるかを答えられる（数概-2） 

・ ものの集まりの大小を比較することができる（数概-6） 

・ 違う形の集まりの中から、特定のかたちの数を数えられる（数概-3） 

・ 物の形の違い・類似に気づくことができる（視概-12） 

・ 三角・丸・四角の形がわかる（視概-13) 

・ 三角・丸・四角の特性がわかる（視概-14） 

7 

形の組み合わ

せを想像しな

がら遊ぶ 

（11 月） 

① 様々な形を組み合わせたら、どんな形になるのかを想像

して、思い思いに答える 

② シアターパネルに出てきた形を言葉で繰り返す 

③ 複数の形の重なりから想像する、食べ物の名前を答える 

 

・ ものの集まりを見て、1 つずつ数えられる（数概-1） 

・ 集まったものがいくつあるかを答えられる（数概-2） 

・ ものの数を色々な方法で数えようとする（数表-3） 

・ 違う形の集まりの中から、特定のかたちの数を数えられる（数概-3） 

・ 物の形の違い・類似に気づくことができる（視概-12） 

・ 三角・丸・四角の形がわかる（視概-13) 

・ 三角・丸・四角の特性がわかる（視概-14） 

8 

折り紙を△に

折る 

（11 月） 

① 絵本「おべんとう」を見る 

② 白の折り紙で二重三角を折る 

③ 好きな色のお弁当箱の色を選ぶ 

④ おにぎりをのりで貼る 

⑤ おにぎりの具やおかずなどを選ぶ(〇、△、□) 

⑥ 具やおかずをのりで貼る 

⑦ お弁当を持って、テラスで食べる 

・ ものの集まりを見て、1 つずつ数えられる（数概-1） 

・ 集まったものがいくつあるかを答えられる（数概-2） 

・ 違う形の集まりの中から、特定のかたちの数を数えられる（数概-3） 

・ 物の形の違い・類似に気づくことができる（視概-12） 

・ 三角・丸・四角の形がわかる（視概-13) 

・ 三角・丸・四角の特性がわかる（視概-14） 

9 

様々な形を繋

げて遊ぶ 

（11 月） 

① 様々な形のフェルトをボタン等で繋げていく 

② 繋いだものの数を数える 

③ 繋いだものの長さを知る 

④ 繋いだものの長さを比べる 

 

・ ものの集まりを見て、1 つずつ数えられる（数概-1） 

・ 集まったものがいくつあるかを答えられる（数概-2） 

・ 違う形の集まりの中から、特定のかたちの数を数えられる（数概-3） 

・ ものの長さの違いが分かる（数概-3） 

・ 物の形の違い・類似に気づくことができる（視概-12） 

10 

磁石遊びをす

る 

（12 月） 

① 〇、△、□の形のマグネットを自由にホワイトボードに

貼る 

② 形を組み合わせて、食べ物に見立てる 

③ 形を組み合わせて、乗り物に見立てる 

④ 形を組み合わせて、顔に見立てる 

⑤ 見本をみながら、同じ形を作る 

・ ものの集まりを見て、1 つずつ数えられる（数概-1） 

・ 集まったものがいくつあるかを答えられる（数概-2） 

・ 違う形の集まりの中から、特定のかたちの数を数えられる（数概-3） 

・ 物の形の違い・類似に気づくことができる（視概-12） 

・ 三角・丸・四角の形がわかる（視概-13) 

・ 三角・丸・四角の特性がわかる（視概-14） 

11 

のり貼りをす

る 

（12 月） 

① 円を書いた台紙を用意する 

② 台紙に同じ形を重ね合わせ、形が同じかどうかを比べる 

③ いくつかの形を組み合わせて、円を作る 

④ 形の紙にのりを付け、台紙に貼る 

⑤ 様々な色や、形を組み合わせ、沢山の種類の円を作る 

⑥ 出来たものを展示する 

・ ものの集まりを見て、1 つずつ数えられる（数概-1） 

・ 集まったものがいくつあるかを答えられる（数概-2） 

・ 違う形の集まりの中から、特定のかたちの数を数えられる（数概-3） 

・ 物の形の違い・類似に気づくことができる（視概-12） 

・ 三角・丸・四角の形がわかる（視概-13) 

12 

お寿司やさん

ごっこをする

（2 月） 

① 「ノラネコぐんだんおすしやさん」の絵本を見る 

② 売る係（販売員）と買う係（お客さん）に分かれる 

③ お客さん：カードを見ながら、欲しいお寿司を注文する 

④ 販売員：お客さんの注文に合わせて、お寿司をケースに

入れ、渡す 

⑤ お寿司の写真一覧を見ながら、購入したお寿司と見比べ

る 

⑥ ②を交代し、③‐⑤を繰り返す 

・ ものの集まりを見て、1 つずつ数えられる（数概-1） 

・ 集まったものがいくつあるかを答えられる（数概-2） 

・ ものの数を色々な方法で数えようとする（数表-3） 

・ 違う形の集まりの中から、特定のかたちの数を数えられる（数概-3） 

・ 数字の大小を比較することができる（数概-5） 

・ 数字の順序が理解できる（数概-7） 

・ 違う形の集まりの中から、特定のかたちの数を数えられる（数概-3） 

・ 100 まで順番に数えることができる（数概-8） 

・ 物の形の違い・類似に気づくことができる（視概-12） 

参考：使用した図書一覧（著者.「タイトル（年度）」, 出版社の順で示す。） 
 きうち かつ.「やさいのおなか（1997）」，福音館書店、正高 もとこ.「どんぐりころちゃん（2016）」，鈴木出版、小西 英子.「おべんとう（2012）」，福音館書店、 

 工藤 ノリコ.「ノラネコぐんだんおすしやさん（2015）」，白泉社 
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4. 評価方法 

1). 実践記録簿の記入 

実践記録簿は、「実施したプログラム名」、「目的」、「対象基本情報」、「実施期間」、「頻度」、

「プログラム内容及び改善内容」、「実施者」、「保育の感想」の項目に構成され、乳幼児教育

実践を行う毎に実践記録簿の記入を行った。 

 

2). 数概念の評価尺度：CRAYON BOOK  

Child Rearing Assist for Your Needs BOOK（以下、CRAYON BOOK）とは、乳幼児教

育における食事、睡眠、遊びなどを評価する「環境と日常生活」、保育士の関わりを評価する

ための「理解」、「納得」、子どもの「概念形成」、「自己表現」の 5 領域で構成されている 12)。

CRAYON BOOK は 0 歳 Ver.、1～2 歳 Ver.3～5 歳 Ver.の評価シートが作成されており、対

象児が 1～2 歳であっても、1～2 歳 Ver.の評価項目において高い点数であった場合には、3

～5 歳 Ver.の評価シートに基づいて、より高い概念形成及び自己表現を評価することが可能

である。CRAYON BOOK の評価尺度を用いて、園児 1 名につき 3 回（2020 年の 6 月、10

月及び 2021 年の 3 月）記入した。先行研究に則り、実践記録簿に加えて CRAYON BOOK

を使用した。 

CRAYON BOOK 1～2 歳 Ver.の数概念に関する項目は 3 項目で構成されている（表４）。

それぞれ 1 の「まったくしていない」から 5 の「頻繁にしている」で評価され、最小値は 3

点であり、最大値は 15 点である。CRAYON BOOK 3～5 歳 Ver.の数概念に関する項目は 13

項目で構成されている（表５）。それぞれ 1 の「まったくしていない」から 5 の「頻繁にし

ている」で評価され、最小値は 13 点であり、最大値は 65 点である。CRAYON BOOK 3～5

歳 Ver.の図形に関する視覚概念の項目は 3 項目記載されている（表 6）。それぞれにおいて図

形と深い関わりを持つ項目が設定されており、乳幼児期の数概念を数値化して測定すること

が可能であると考えられたため、CRAYON BOOK を副次的評価として扱うこととした。 

 

表 4 CRAYON BOOK（1～2 歳 Ver.）の数概念に関する項目 

数概 1 1 から 10 までの数字を読むことができる 

数概 2 ものの大きさの違いが分かる 

数概 3 ものの長さの違いが分かる 

 

 

表 5 CRAYON BOOK（3～5 歳 Ver.）の視覚概念に関する項目 
視概 12 物の形の違い・類似に気づくことができる 

視概 13 三角・丸・四角の形がわかる 

視概 14 三角・丸・四角の特性がわかる 
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表 6 CRAYON BOOK（3～5 歳 Ver.）の数概念に関する項目 

数概 1 ものの集まりを見て、1つずつ数えられる 

数概 2 集まったものがいくつあるかを答えられる 

数概 3 違う形の集まりの中から、特定の形の数を数えられる 

数概 4 5つ以下の集まりは数えなくても答えることができる 

数概 5 数字の大小を比較することができる 

数概 6 ものの集まりの大小を比較することができる 

数概 7 数字の順序が理解できる 

数概 8 100まで順番に数えることができる 

数概 9 数字を見てすぐに読むことができる 

数概 10 ごく簡単な文章題を解くことができる 

数概 11 ごく簡単な足し算を解くことができる 

数概 12 ものの大きさの違いを比較することができる 

数概 13 ものの長さの違いを比較することができる 

 

 

5. 倫理的配慮 

本研究は、大学倫理審査委員会の承認（承認番号：0617-03）を得た上で実施した。本研

究の実施に当たり、対象となった 1 つの園に在籍する幼児の保護者を対象に、研究内容（目

的、方法、参加予定期間、参加対象者数、同意及び同意撤回について、個人情報の取り扱い、

情報公開の方法、連絡先等の内容）に関する説明を行った。十分な時間を与えた上で、書面

による同意が得られた保護者のみ、CRAYON BOOK と実践記録簿の記入を行った。加えて、

写真の使用についても書面による同意を得た。 

 

Ⅲ．結果 

 

1．実践記録簿に記載されている数概念の変化 

 実践記録簿に記載されている事例のうち、図形に関する概念について、より具体的な行動

変容が見られた事例のうちいくつかを示す。 

 

1) 事例 1（実践 No. 2） 

色々な形・大きさの貝殻を準備し、「同じ形はあるかな？」と問いかけると、「つるつる」

「ガタガタ」「チクチク」と触った感触を言葉で表現していた。貝の匂いを体験することが初

めての子どもが多く、「どんな匂いがするかな？」と問いかけると、「くさい」「うみ」などと

答えた。貝を並べたり積み上げたりして、貝の家を作ろうとする様子や同じ形の貝殻を探し、

保育者に伝える姿が見られた（図 2a、図 2b）。また、貝殻の標本カードを渡すと、カードの

上に貝を載せ、同じ形かどうかを確かめようとする姿が見られた。貝殻を耳に当て、音が聞

こえるかどうかを確かめる様子もみられた（図 2c）。 

 その後、砂場にて貝殻を使って遊びを展開したところ、砂を集めて大きなケーキを作り、

砂の上に並べてみたり、同じ貝殻を集めてお弁当を作ったり、砂の中に貝殻を隠して遊ぶ様

子も見られた（図 2d）。 
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a 貝殻の形を観察する様子  b 貝殻を積み上げる様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c 貝殻の形を合わせている様子 d 貝殻を砂に埋めている様子 

図 2 事例１に関する様子 

 

 

2) 事例 2（実践 No. 9）  

磁石遊びの教材として、ホワイトボードと様々な色、形の磁石、形の組み合わせの見本を

用意した（図 3a）。途中、B くんは、三角と三角をくっつけ、ひし形を作っていた。また、

三角の下に丸を 2 つ組み合わせて車を作る姿が見られたり、磁石遊びのあとにブロックで車

を作って遊んだりする姿などが見られた（図 3b）。C ちゃんは、丸い磁石を 2 つ並べて大好

きなキャラクターを表現する様子や、三角と丸を使ってアイスクリームに見立てる様子が見

られた。D くんは、形磁石にまだ興味がない様子であった。E くんは特に何かに見立てるこ

とはなく、同じ形のものを並べる様子が見られた。保育者が見本の形を示してみるが、同じ

ものを作ることは難しい様子であった。F くんは、半円 2 つをくっつけると円になることに

気づき、様々な形の組み合わせを楽しむ様子が見られた（図 3c）。G くんは、磁石をホワイ

トボードの上に重ね、「お家を作った」と言う姿が見られた。形を組み合わせて何かに見立て

ることはまだ難しい様子であった。 

形磁石では見本を見ながら形を作ったり、自らイメージしながら作ったりと様々な姿が見

られた（図 3d）。まだ、形の組み合わせが難しい子もいる。丸、三角、四角はほとんどの子

が理解できている様子が見られた。 
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a 磁石遊びの教材 b 車を作る様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c 円と半円の関係に気づいた様子 d 三角形を組み合わせる様子 

図３ 事例 2 に関する様子 

 

 

3)  事例 3（実践 No. 4） 

ブロック遊びの教材として、円柱、三角柱、四角柱のブロックを用意した（図 4a）。保育

者が丸のブロックを転がす様子を見せ「どんな形かな？」と問いかけると、C ちゃんと D く

んは、手で丸を作り、身体で形を表現する姿が見られた（図 4b、図 4c）。A くんは、丸や四

角の筒に、丸、三角、四角の形のブロックを転がしてみると、丸は転がるが、三角、四角は

転がらないことを理解する様子が見られた（図 4d）。B くんはブロックを転がすことはでき

るが、筒に入れることは難しい様子だった。 

A くん、C ちゃん、D くん、F くん、G くんにおいては、丸のボールを転がして追いかけ

る様子が見られ、ボールの動きを観察し追いかけるスピードを自分で調整していた。A くん

は、丸、三角、四角の形の名前を理解し、「四角は転がらない、だけど積むことができるよ」

と表現する様子が見られた。E くんは挑戦しようとする思いはあるが、すぐにあきらめてし

まう様子が見られた。B くんは、自分で四角を積み重ねることは難しい様子であったが、保

育士が一緒に行うと真似をしてやろうとする姿が見られた。 
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a ブロック遊びの教材 b 転がる様子の観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

c 転がる特性を体で表している様子 d 転がる特性を試行する様子 

図 4 事例 3 に関する様子 

 

                   

3．CRAYON BOOK における数概念・視覚概念の変化 

CRAYON BOOK は 0 歳 Ver.、1～2 歳 Ver.、3～5 歳 Ver.の 3 種類（または 3 つ）の評価

シートが作成されている。対象児が 1～2 歳であっても、1～2 歳 Ver.の評価項目において高

い点数であった場合には、3～5 歳 Ver.の評価シートに基づいてより高い概念形成を評価する

ことが可能である。本研究においては、日常の教育実践との兼ね合い上、CRAYON BOOK 1

～2歳Ver. において比較的高い点数を得ることができた幼児に対しては、CRAYON BOOK 3

～5 歳 Ver.を使用して評価を行った。 

 CRAYON BOOK の数概念及び図形と関連する視覚概念の点数の推移と図形に関する行動

の変化を表 5 に示す。今回、3 回にわたって CRAYON BOOK の記入を行ったが、A に関し

てのみ CRAYON BOOK 3～5 歳 Ver.の評価シートを取得することができた。A さんに関して

は、65 点満点の CRAYON BOOK3～5 歳 Ver.において、2020 年 6 月時点では 15 点であっ

たものが、10 月には 20 点、2021 年 3 月には 26 点と数概念に関する点数の推移が見られた。

それに伴い、当初、図形に全く興味を示していなかった B さんが図形に興味を示すようにな

り、発語はないものの指差しによって、丸、三角、四角の形、図形の組み合わせについての

理解をしている様子が見られた。C さんは、月の変化に気づき、形の変化に興味を持つよう

になったのをきっかけに、図形の組み合わせの理解が進んだ。D さんは、自然物に興味をも

ち、同じ形のものを並べ、大きさを比べる様子が見られた。E さんについては、同じ形ごと

に分類したり、形を組み合わせて楽しんだり、ストローを壁に貼って、長さの比較をする様

子が見られた。 
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 他の子どもに関しても、全体的に点数は高くなっており、高次の図形概念を獲得している

ような様子が伺えた。 

 

表 5 CRAYON BOOK 数概念・視覚概念の点数の推移と行動の変化 
児

童

名 

1 回目 

(2020.6) 

2 回目 
(2020.10) 

3 回目 

(2021.3) 
2021 年 3 月時点で見られた行動の変化 

A 
15 

（5） 

20

（11） 

26 

（12） 

 三角、丸、四角の形を理解している 

 ものの形の違い・類似に気づいている 

 ひまわりに触れる中で、茎を折り四角をつくり言葉で表すようになる。 

 ものの大きさ、長さの違いを理解している 

B 
3* 

（－） 

15* 

（－） 

13 

（3） 

 言語として表出してないものの、三角、丸、四角の形を理解し、図形の組み合わせ

について理解している様子が、本児の指差しによって見られた。 

C 
9* 

（－） 

19 

（9） 

44 

（12） 

 図形の組み合わせを理解している 

 ものの大きさ・長さの違いを理解している 

 違う形の中の集まりの中から、特定の形の数を数えられるようになる 

 ものの形の違い・類似に気づけるようになる 

 三角、丸、四角の形・特性を理解している 

D 
9* 

（－） 

26 

（14） 

34 

（14） 

 友達の影響を受けて競う気持ちが芽生え、形への興味を持つ 

 図形の組み合わせを理解している 

 ものの大きさ・長さの違いを理解している 

 違う形の中の集まりの中から、特定の形の数を数えられるようになる 

 ものの形の違い・類似に気づいている 

 三角、丸、四角の形を理解している 

E 
3* 

（－） 

8* 

（－） 

22 

（10） 

 三角、丸、四角の形を理解している 

 ものの大きさ、長さの違いを理解している 

F 
12* 

（－） 

21 

（13） 

29 

（14） 

 ものの大きさ、長さの違いを理解している 

 三角、丸、四角の形を理解している 

 ものの形の違い・類似に気づいている 

G 
― 

（－） 

14* 

（－） 

29 

（8） 

 図形の組み合わせを理解している 

 ものの大きさ・長さの違いを理解している 

 三角、丸、四角の形を理解している 

 ものの形の違い・類似に気づいている 

注意書き） 

 数字の*は、CRAYON BOOK1～2 歳 Ver.で評価した。より詳細な項目が必要であると思われた幼児に関しては、13 項目の数概

念で構成されている CRAYON BOOK3～5 歳 Ver.で評価を行った。 

 （）内は数概念と関連のある視覚概念の合計点数を抜きだして表記している。CRAYON BOOK3～5 歳 Ver.については、3 項目

の合計点数、CRAYON BOOK1～2 歳 Ver.について点数は記載していない。 

 

 

Ⅳ．考察 

 

本研究では、2 歳児を対象として CRAYON BOOK の数概念の観点を取り入れた図形に関

する乳幼児教育実践を行った。加えて、数概念に関しては、指導を行うときには何らかの働

きかけによる認識が必要とされている 8-9)。数の操作は、大人からの働きかけや子どもを取り

巻く社会的な環境が大きな意味を持つ操作であるため 13)、乳幼児期に関わる保育士の働きか

けや日常的な環境構成などが重要であるとされる。そのため、周囲の環境や大人の働きかけ

を含めた数概念における図形の教育実践を行った。 

 実践内容に関しては、「実践 No.1:貝殻で遊ぶ（8 月）」では、様々な貝殻の形を見比べたり、

図鑑と形合わせしたりすることで、体感的に図形の認識や図形の分類を促していくことを意

識した。また、「実践 No.2 :磁石遊び（12 月）」では、様々な図形の組み合わせによる形の変

化の気づきを促していくことを意識し、「実践:No.3:ころころ転がそう（9 月）」では、図形の

特徴を知ることを意識した。これらの実践においては、特に CRAYON BOOK3～5 歳 Ver. に

おける数概念の「違う形の集まりの中から、特定の形の数を数えられる（数概-3）」、視覚概
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念の「物の形の違い・類似に気づくことができる（視概-12）」、「三角・丸・四角の形がわか

る（視概-13）」「三角・丸・四角の特性がわかる（視概-14）」を意識して行うことで、図形に

関する実践の充実を目指した。また、今回行った図形の環境構成においては、壁面に形の変

化を観察できる写真（月の満ち欠け等）を貼る、図形に関連する教具を周囲に配置する等の

環境設定を行った。 

これらの実践の結果、子どもたちにいくつかの行動変容が見られた。当初、図形に興味の

なかった子どもも、様々な形を理解し、自宅でもパズル等を行う様子が見られるようになっ

た。また、既存の遊び方に囚われず自分なりにパズル、ブロックの組み合わせをし、図形と

して表現する姿がみられ、意欲的に活動に取り組むようになった。形を理解することは、言

語の発達にも繋がり、繰り返し遊びに取り組むことにより、指先の力を向上させたり、目と

身体の動きを協調させ、転がるものを追ったりするなど、身体的な発達に繋がるような面も

見られた。 

研究の限界として、今回は実践に重きを置いた研究であったため、CRAYON BOOK の統

計的なデータの処理は行ってはいない。今後、これらの実践に加え、CRAYON BOOK のデ

ータを蓄積することにより、効果的な図形概念の理解のためのプログラムを検証することが

出来ると考えられる。加えて、数概念を構成する要素として「数字の比較（Numeral 

Comparison）」や「ものの集まりの比較（Set Comparison）」などの内容も挙げられる 13)。

また、学習指導要領においては、第 1 学年の段階で「A 数と計算」、「B 図形」の他に、「C 測

定」、「D データの活用」が設定されている。そのため、それらの内容に関する実践プログラ

ムの開発も重要である。今後、実践記録と共に尺度等を使用した数値による効果測定を行う

必要があるだろう。 
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